
【様式３】

■研究目的・方法

【目的】
TEVAR後胸部大動脈瘤の瘤径は経時的に縮小していくのが望ましい結果であるが、症例
によっては遠隔期に至っても縮小しない症例、さらには拡大して再介入が必要な症例もあ
る。このメカニズムについて明らかにする。
【方法】
TEVAR術後一年以上のCTフォローが出来た症例の内、TEVAR後の経過で瘤径縮小が得
られた症例群と、得られなかった症例群の二群で術前術中術後因子について当院の症例
の電子カルテデータを蒐集し後ろ向き研究で比較検討する.

■研究に用いる
　　試料・情報の種類

電子カルテ上に記載されている症例カルテデータと、画像データ

情報公開用文書（藤沢市民病院で実施する医学系研究）　

■研究課題名 　TEVAR後遠隔期成績と大動脈瘤径推移の検討.

2025年　11月　18日作成

■研究の対象 当院で胸部大動脈瘤に対して胸部大動脈ステントグラフト（TEVAR）で治療して1年以上のフォローアップCTが撮影できた症例

　本研究に関するご質問・ご相談等がありましたら、下記の連絡先までお問い合わせください。
　ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧す
ることができますので、下記連絡先まで電話またはFAXにてお申し出ください。
　また、試料・情報が当該研究に用いられることについて、患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承いただけいない場合に
は研究対象といたしませんので、下記の連絡先までお申し出ください。その場合でも、患者さんに不利益が生じることはございませ
ん。

お問い合わせ先及び研究への利用を拒否する場合の連絡先：

〒２５１－８５５０　藤沢市藤沢２丁目６番１号
藤沢市民病院　心臓血管外科　　　（研究責任者）　山崎　一也
電話番号：０４６６－２５－３１１１（代表）　　FAX：０４６６－２５－３５４５

倫理委員会承認日から　　　　2028年　　3月　31　日■研究期間

■試料・情報の
　　取得と保管方法

■外部への
　　試料・情報の提供

外部に情報は提供されない

元データは電子カルテ上にあり、これから得られた情報は当院イントラネットの共有サーバー
上に保管される。


